
京 都 御 苑 ニ ュ ー ス

京のセントラルパーク、歴史と自然のストック
京都御苑の魅力を発信

2020.3.1
145第 号

CONTENTS
▶閑院宮邸跡で学ぶ宮廷文化
▶春の昆虫を観察してみよう
▶御苑界隈そぞろ歩き
▶学生コラム −京都府立鴨沂高等学校−
▶Information

昨
年
の
四
月
末
日
「
平
成
」
の
天
皇
陛

下
（
先
帝
）
が
退
位
（
譲
位
）
さ
れ
、
五

月
一
日
に
皇
太
子
徳な

る
ひ
と仁
親
王
が
践せ

ん
そ祚
し
て

第
一
二
六
代
の
天
皇
と
な
ら
れ
た
。
光
格

天
皇
か
ら
約
二
百
年
ぶ
り
の
譲
位
に
よ
る

御み

よ代
替
わ
り
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
皇
位
継
承
は
、
明
る
く
晴

れ
や
か
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
古
来
の
歴

史
に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
高
齢
の
陸
下

が
、
象
徴
天
皇
と
し
て
の
務
め
を
末
永
く

続
け
る
た
め
に
発
案
さ
れ
た
御
叡
慮
の
賜

物
と
い
え
よ
う
。

閑
院
宮
家
出
身
の
英
明
な
光
格
天
皇

上
皇
陸
下
が
譲
位
の
御
手
本
と
さ
れ
た

の
は
、
明
治
天
皇
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
第

一
一
九
代
の
光
格
天
皇
で
あ
る
。

天
皇
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
閑
院

宮
第
二
代
典す

け
ひ
と仁

親
王
の
皇
子
と
し
て
生
ま

れ
ら
れ
た
。
閑
院
宮
家
は
、
第
一
一
三
代

東
山
天
皇
の
皇
子
を
祖
と
し
て
創
設
さ
れ

た
新
宮
家
で
あ
り
、
東
山
―
中
御
門
―
桜

町
―
桃
園
―
後
桜
町
―
後
桃
園
と
続
い
て

い
た
皇
統
を
本
流
と
す
れ
ば
傍
流
で
あ
っ

京都御苑、児童公園の枝垂桜越しに眺む御所の築地塀

昨
年
約
二
百
年
ぶ
り
の
譲
位
に
よ
る
天
皇
の
代
替
わ
り
が
つ
つ
が
な
く
執
り
行
わ
れ
、
平
成
か
ら
令
和
へ

と
新
た
な
時
代
が
始
ま
っ
た
。
宮
廷
文
化
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
京
都
産
業
大
学
の
所
功
名
誉
教
授
に

こ
の
度
の
皇
位
継
承
、
か
つ
て
江
戸
期
に
譲
位
を
行
っ
た
光
格
天
皇
に
つ
い
て
、
ま
た
京
都
に
今
な
お
残
る

宮
廷
文
化
を
映
し
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
想
い
を
う
か
が
っ
た
。

光
格
天
皇
ゆ
か
り
の

閑
院
宮
邸
跡
で
学
ぶ
宮
廷
文
化所

　
功
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千
個
を
産
卵
し
ま
す
。
雄
バ
チ
は
新

女
王
蜂
が
産
ま
れ
る
春
に
受
精
の
た

め
に
数
百
頭
産
ま
れ
ま
す
。
新
女
王

蜂
が
誕
生
す
る
頃
、
午
後
に
な
る
と

巣
か
ら
飛
び
出
し
て
、
フ
ェ
ロ
モ
ン

に
引
か
れ
た
雄
バ
チ
一
〇
〇
頭
ほ
ど

が
新
女
王
蜂
を
中
心
に
群
が
り
、

そ
の
中
で
一
〇
頭
ぐ
ら
い
の
雄
バ
チ

と
交
尾
し
ま
す
。
春
の
受
精
期
が
終

わ
る
と
雄
バ
チ
は
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
場
合
は
、

女
王
蜂
が
死
ぬ
と
群
れ
全
体
が
消
滅

す
る
の
で
す
。

コ
ロ
ニ
ー
が
大
き
く
な
る
と
分
割

し
て
増
え
る
分
蜂
が
あ
り
ま
す
。
分

蜂
と
は
四
月
初
旬
に
新
女
王
蜂
が
産

ま
れ
る
前
に
元
の
巣
に
居
た
女
王
蜂

（
母
親
）
が
働
き
バ
チ
と
一
緒
に
巣

か
ら
出
る
こ
と
で
す
。

春
に
な
る
と
、
多
く
の
花
が
咲
き

始
め
ま
す
。

日
本
に
は
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ

バ
チ
と
外
来
種
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
京
都
御
苑

で
は
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
生
息
し

て
い
て
、
冬
の
間
は
ほ
と
ん
ど
巣
の

中
で
生
活
し
て
い
た
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ

チ
も
春
先
に
活
動
を
始
め
ま
す
。

こ
こ
で
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
生
活

史
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
て
み
ま
す
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
巣
に
は
女

王
蜂
一
頭
と
働
き
バ
チ
が
い
ま
す
。

大
き
な
群
れ
（
コ
ロ
ニ
ー
）
で
は
働

き
バ
チ
二
万
頭
、
小
さ
な
群
れ
で
は

千
頭
ほ
ど
い
ま
す
。
女
王
蜂
は
一
日

入
手
し
て
も
、
そ
の
写
真
を
全
て
カ
ラ
ー

で
掲
載
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
回
の
編

著
も
、
光
格
天
皇
が
聖
護
院
の
仮
御
所
よ

り
再
建
さ
れ
た
内
裏
ま
で
の
還
幸
行
列
の

様
子
や
、
上
皇
の
仙
洞
御
所
よ
り
洛
北
の

修
学
院
へ
の
御
幸
行
列
な
ど
、
各
々
十
数

メ
ー
ト
ル
以
上
の
長
い
絵
巻
だ
か
ら
、
大

部
分
モ
ノ
ク
ロ
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
絵
図
は
、
意
外
な
ほ
ど
多

く
現
存
す
る
。
ま
た
京
都
御
所
に
は
、
今

回
の
即
位
礼
に
も
使
わ
れ
た
高た

か
み
く
ら

御
座
・

御み

帳ち
ょ
う

台だ
い

や
見
事
な
屏
風
や
襖ふ

す
ま
え絵

な
ど
が

随
所
に
あ
る
。
さ
ら
に
京
都
内
外
の
古
社

寺
や
名
家
な
ど
に
も
、
洗
練
さ
れ
た
宮
廷

文
化
の
遺
品
が
夥

お
び
た
だし

く
現
存
す
る
。
し
か

も
、
そ
の
多
く
は
専
門
的
に
研
究
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
展
覧
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
一
研
究
者
の
思
い
付
き
に
す

ぎ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
宮
廷
文
化
の
関

係
資
料
を
映
像
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
収
集

し
、
そ
れ
を
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
で
も

外
国
か
ら
の
来
訪
者
で
も
、
自
由
に
視
聴

可
能
な
よ
う
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば
、
宮
廷
文
化
に
代

表
さ
れ
る
日
本
文
化
を
、
若
い
世
代
に
も

た
。
し
か
し
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

若
い
後
桃
園
天
皇
（
二
十
二
歳
）
が
病
没

さ
れ
た
の
で
、
急
遽
そ
の
養
子
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
の
が
光
格
天
皇
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
三
十
八
年
間
、
理
想
的
な
天

皇
像
を
具
現
す
る
た
め
、
日
々
精
進
を
重

ね
、
古
儀
の
再
興
や
朝
威
の
回
復
な
ど
に

多
大
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
。

や
が
て
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、

皇
太
子
恵あ

や
ひ
と仁
親
王
（
十
八
歳
）
に
譲
位
さ

れ
、
上
皇
と
し
て
二
十
三
年
間
、
和
歌
や

学
問
な
ど
に
励
む
心
豊
か
な
余
生
を
送

り
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
七
十
歳

で
崩
御
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
御
事
績
は
、
近
臣
公
家
た
ち
の
詳

細
な
文
字
記
録
だ
け
で
な
く
、
儀
式
行
事

な
ど
を
描
い
た
多
彩
な
絵
図
資
料
な
ど
に

よ
っ
て
、
具
体
的
に
知
り
う
る
。

そ
こ
で
私
は
、
数
年
前
か
ら
そ
の
よ
う

な
絵
図
の
収
集
に
努
め
、
そ
れ
に
解
説
を

加
え
た
編
著『
光
格
天
皇
関
係
絵
図
集
成
』

（
Ａ
４
判�

国
書
刊
行
会
）を
、
近
く
出
版

す
る
。

宮
廷
文
化
を
実
感
で
き
る
多
彩
な
資
料

た
だ
、
素
晴
ら
し
い
極
彩
色
の
絵
図
を

京
都
御
苑
の
多
彩
な
生
き
物
た
ち
の
世
界
─
生
物
多
様
性
─

春
の
昆
虫
を
観
察
し
て
み
よ
う谷

　
幸
樹

外
国
の
方
々
に
も
広
く
伝
え
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

京
都
御
苑
で
遊
び
な
が
ら
学
ぶ

こ
れ
を
仮
に
「
宮
廷
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ

（
シ
ア
タ
ー
）」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
れ
は

ど
う
し
た
ら
実
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
最
適
地
と
し
て
私
が
勝
手
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
の
は
、
京
都
御
苑
の
ど
こ
か
、

と
り
わ
け
閑
院
宮
邸
跡
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
閑
院
宮
家
は
今
上
陛

下
に
直
結
す
る
格
別
な
宮
家
で
あ
っ
た
。

ま
た
明
治
の
初
め
ま
で
四
親
王
家
や
有
力

公
家
の
邸
宅
が
並
び
立
っ
て
い
た
京
都
御

苑
に
か
つ
て
宮
内
省
京
都
支
所
と
し
て
再

建
さ
れ
た
書
院
造
り
の
遺
構
が
現
存
す

る
。
し
か
も
、
そ
の
邸
内
に
展
示
室
や
講

義
室
も
備
わ
っ
て
い
る
。

な
に
よ
り
も
広
い
京
都
御
苑
は
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
国
民
公
園
と
し
て
十

分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
修
学

旅
行
生
も
海
外
か
ら
の
来
訪
者
な
ど
も
、

遊
び
な
が
ら
宮
廷
文
化
を
楽
し
く
学
べ
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
夢
み
て
い
る
。

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）

花の蜜を吸うニホンミツバチ

ニホンミツバチの巣を襲うキイロスズメバチ ←

→

光格天皇御尊影（京都・泉涌寺所蔵）

大島桜と閑院宮邸跡東門
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百
三
十
一
軒
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

子
供
の
頃
は
、
周
り
に
点
在
す
る
蔵
元

の
間
を
抜
け
て
、
よ
く
三
兄
弟
で
「
御
所
」

ま
で
遊
び
に
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
セ

ミ
を
捕
っ
た
り
、
駆
け
っ
こ
し
た
り
。
ま

だ
「
御
所
」
と
「
御
苑
」
の
違
い
も
わ
か

ら
な
く
て
、「
近
く
に
あ
る
巨
大
な
公
園
」

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
出
水
広
場
あ
た
り

で
し
ょ
う
か
、
今
で
も
楽
し
か
っ
た
思
い

出
が
甦
っ
て
き
ま
す
。

出
水
と
い
う
名
が
あ
る
の
は
、
鴨
川
な

ど
伏
流
水
の
湧
水

地
だ
っ
た
か
ら
と

聞
き
ま
す
。
良
質

の
豊
富
な
地
下
水

の
お
か
げ
で
、
伏

見
に
勝
る
数
の
蔵

元
も
立
ち
並
ん
で

初
代
が
明
治
二
十
六
年
に
創
業
し
て
以

来
、
洛
中
・
上
京
の
地
で
酒
造
り
を
し
て

い
ま
す
。
私
で
四
代
目
と
な
り
ま
し
た
。

洛
中
で
酒
蔵
を
営
む
蔵
元
は
、
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
創
業
当
時
は

る
た
め
に
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
一
方
ミ
ツ
バ
チ
も
花
粉

や
蜜
を
栄
養
源
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ハ
チ
と
植
物
は
密
接

な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。
働
き
バ

チ
は
花
粉
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
る

の
で
多
種
多
様
な
花
粉
が
必
要
で

色
々
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い

ま
す
。
農
家
で
は
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
に
よ
っ
て
花
粉
を
運
ん
で
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
こ
の
ミ
ツ
バ
チ
以
外

の
種
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
苑
で
も
、
毛
で
お
お
わ
れ
た
、

ま
る
で
ぬ
い
ぐ
る
み
が
飛
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
る
蜂
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
ト
ラ
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
で
す
。
長
い
舌
を
使
っ
て
花
の
蜜

を
吸
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
観
察
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
仲

間
も
ミ
ツ
バ
チ
同
様
に
花
粉
を
体
に

つ
け
受
粉
さ
せ
ま
す
。

京
都
御
苑
は
ハ
チ
を
は
じ
め
多
種

多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
る
の

で
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

新
し
い
巣
の
場
所
が
決
ま
る
ま
で

樹
木
の
枝
や
軒
下
な
ど
「
止
ま
り

木
」
に
働
き
バ
チ
が
女
王
蜂
を
囲
む

包
群
の
形
で
過
ご
し
、
偵
察
バ
チ
が

新
し
い
巣
を
見
つ
け
る
ま
で
待
機
し

ま
す
。
御
苑
で
は
樹
木
の
樹
洞
な
ど

に
新
し
い
巣
を
作
り
ま
す
。
働
き
バ

チ
は
、
巣
の
拡
張
・
掃
除
、
卵
や
幼

虫
の
世
話
、
蜜
や
花
粉
の
採
取
な
ど

を
行
い
ま
す
。

花
と
ハ
チ
の
関
係
に
つ
い
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
植
物
は
太
陽
の
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
水
と
二
酸
化
炭
素
で
光

合
成
を
行
っ
て
糖
質
を
作
り
、
自
ら

作
っ
た
栄
養
分
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
植
物
は
種
を
維
持
す
る

た
め
に
花
を
咲
か
せ
種
子
を
作
り
ま

す
。
そ
の
際
、
花
の
花
粉
を
交
配
す蜜を吸うマルハナバチ

分蜂をしているニホンミツバチ

セイヨウミツバチの足に花粉団子がついている

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

洛
中
に
お
け
る
伝
統
を

　
　
　
　
守
り
続
け
る
蔵
元�

佐
々
木
晃

い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
地
に
は
、
水
の

よ
さ
を
理
由
に
建
て
ら
れ
た
関
白
・
豊
臣

秀
吉
の
政
庁
・
邸
宅
、
聚
楽
第
も
あ
り
ま

し
た
。

当
蔵
は
、
聚
楽
第
の
南
端
だ
っ
た
場
所

に
あ
た
り
ま
す
。
仕
込
み
水
は
、
か
の
千

利
休
が
茶
の
湯
に
も
用
い
た
と
い
う
銘
水

「
銀
明
水
」。
豊
か
な
伏
流
水
の
あ
る
環
境

に
感
謝
し
な
が
ら
、
ひ
た
む
き
に
酒
造
り

を
続
け
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木
酒
造
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
）

■
佐
々
木
酒
造
株
式
会
社

京
都
市
上
京
区
日
暮
通
椹
木
町
下
ル

北
伊
勢
屋
町
７
２
７

電
話
：
０
７
５
─
８
４
１
─
８
１
０
６（
10
時
～
17
時
）

売
店
営
業
時
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緑の杉玉が吊された玄関の軒先

酒蔵の入口

酒蔵は洛中の街並に溶け込んでいる

京都府立鴨沂高等学校
京都御苑への歩み(1)

京都文化コース2年　角 川 美 帆

　もしかしたらそこが「御苑」になっ
ていたかもしれない天皇の居所の歴史
を、これから1年を通して考えてみま
す。最初に取り上げるのは、平安宮大
極殿と内裏についてです。
　延暦13年（西暦 794）10月 22日、
桓武天皇の車駕が長岡京から「新京」
に移動しました。「新京」の大内裏（宮）
は平安宮とよばれるようになります。
その中心施設は、国家の重要な儀式に
使われる大極殿でした。平安宮大極殿
跡が、現在の千本丸太町の交差点付近
であることはよく知られていますが、
その北東には、天皇の住まいである内
裏がありました。これがいわゆる「御
所」にあたります。
　平安宮内裏は、京都御苑の南西角で
ある烏丸丸太町から西の約 1.5㎞に位
置します。内裏の建物は残念ながら失
われてしまいましたが、現地に設置さ
れた石碑などから在りし日のおもかげ
をしのぶことができます。

上京区浄福寺通出水下る西入北側にある平安宮内裏 承
しょう

香
きょう

殿
でん

跡の石碑。天慶 3 年（西暦 940）10 月 7 日に承
香殿で「菊花宴」が開かれたことが、『日本紀略』に記
されている。



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先
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会員募集（2020年度）のお知らせ
2020年度の国民公園協会京都御苑
会員を募集します。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

https://fng.or.jp/kyoto京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

万物が再び動き始める春がやってきた。
同じ光景の繰り返しに見えるけれど時代
も人も自然も新たな進化を纏っているの
だろう。京都盆地を潤す伏流水のように
「宮廷文化」も京の地に脈 と々受け継が
れている。� （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構です。収納展
示室では京都御苑の歴史や自然を紹介していま
す。京都御苑の総合案内所として、御苑マップ
や苑内の見どころなど旬の情報を提供しています。
開館時間：9:00～16:30（入場は16:00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
定時ミニガイド：11：00～、15：00～
アクセス：�間之町口すぐ（御苑南西角�地下鉄丸

太町　市バス烏丸丸太町　徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家別邸の遺構で、茶
室として江戸時代後期に建てられました。
※�ご迷惑をおかけしますが、3月末まで木賊塀
工事を行っております。
公 開 日：�毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭�9:30

～15:30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：茶会、句会、謡曲等の会合にご利用できます。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。
営業時間：�9：00～16：30

中立売休憩所（『京都御苑�檜垣茶寮』）
京都御所前に位置しており、御所参観へのアクセス
は抜群です。木の香る落ち着いた雰囲気の中でお
食事ができます。売店『檜垣』では、御所限定のオリ
ジナル商品を多数取り揃えています。３月１日以降は
17：30まで延長営業をしております。
富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）軽食・喫茶にご利用ください。

駐車場

料金：乗用車800円�（最初の3時間）
　　　以降30分毎100円
　　　バス2,000円（最初の3時間）
　　　以降1時間毎300円�＊夜間料金の設定あり
中立売駐車場（乗用車、バス併用）
入場　7:40～19:30　出場　24時間
（高さ2.3m以上の車はバス料金となります）
清和院駐車場（乗用車専用）
入・出場　8:40～20:00（20:00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面）�有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

京都御苑�自然ふれあいイベント

①京都御苑春の自然教室
日　時：令和2年4月19日（日）　9：30～12：00
受　付：�9：00～9：20
集　合：�蛤御門（地下鉄今出川駅・丸太町駅約650ｍ）

講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容：�春の御苑の植物、キノコ、昆虫や野鳥

の生態を観察します。
参加費：�100円（保険代）
その他：�筆記用具、雨具、水筒の準備、野外活動

に適した服装でご参加ください。ルーペ、
双眼鏡など観察用具があると便利です。

②新緑のトンボ池一般公開
普段は立ち入りを制限している「トンボ池」を
公開します。自由に見学ができますので、散策

の折にお立ち寄りください。
※捕虫網や三脚の持ち込みはご遠慮ください。
日　時：令和2年5月22日（金）～24日（日）
　　　　9：30～12：00
場　所：京都御苑内トンボ池（富小路口北東へ徒歩5分）
参加費：無料
その他：�野外活動に適した服装（長袖・長ズボン）

でご参加ください。

主　催：環境省京都御苑管理事務所
＊�当日7：00時点で大雨、暴風等警報が発令され
ている場合など、やむなく中止する場合があ
ります。

京都御所の通年公開・京都仙洞御所の参観

京都御所では、事前申込不要の通年公開が行わ

京都御苑Instagram／Twitterで桜の開花状況をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

れています。京都仙洞御所も事前申込に加えて当
日受付にて参観可能な場合があります。
公 開 日：��通年、ただし月曜日（祝日の場合は翌

日）、年末年始、行事等の実施のた
め支障のある日は休み。

京都御所　高御座の特別公開�<2020年春>

即位礼正殿の儀で用いられた高御座等の一般参
観が行なわれます。期間、公開時間などの詳細
については、宮内庁ホームページをご覧ください。
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の伝統文化を象徴する京都で、海外からの
賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深めて
いただくための国の迎賓施設です。
公 開 日：��迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金：��大人1,500～2,000円�大学生1,000円～1,500円�

中高生500～700円
お問合せ：�迎賓館京都事務所　☎075-223-2301
ⓘ天皇陛下御即位慶祝行事として祝賀御列の儀
で使われたオープン・カーを3月17日（火）まで
展示中。
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近衞邸跡の枝垂れ桜

江戸彼岸系
霞桜霞桜霞桜

桜松桜松

車返桜車返桜

出水の枝垂れ桜出水の枝垂れ桜

出水の里桜出水の里桜

大島桜大島桜

山桜山桜

児童公園児童公園

中立売休憩所中立売休憩所

今出川広場今出川広場

母と子の森母と子の森

富小路広場富小路広場

富小路休憩所富小路休憩所閑院宮邸跡閑院宮邸跡

 
 
 

 
 
  
 
 

 
 
 

2月 3月 4月 5月

３月中旬～４月中旬モモ〈桃林〉

３月下旬～４月中旬シダレザクラ〈近衞邸跡周辺〉

３月下旬～４月中旬ヤマザクラ〈苑内全域〉

４月上旬～４月下旬サトザクラ〈出水の小川付近・有栖川宮邸跡〉

御
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